
 

 

★応援ありがとうございました！ 

  2/1５(土)の持久走大会には、たくさんのご来校・たくさんの応援あり

がとうございました。子ども達が精一杯頑張る姿がとても印象的でした。

応援している大人も、子ども達から元気をもらいました。 

★２月・３月の牛乳費徴収について 

牛乳費については、原則として、当月の牛乳費をその翌月１日に牛 

乳費納入袋を配付して徴収しています。ただ、３月分は４月(新年度)に

なっては徴収できませんので、昨年度と同様に、３月に配付する納入袋

で２,３月分の牛乳費をまとめて徴収させていただきます。どうぞ早めの

ご提出をお願いいたします。 

なお、通常は、いつまでお休みかが分かっている場合は可能な限り牛乳

を止めて、それぞれの子にあった牛乳費を徴収しております。ただし、そ

れが３月分ではできないのでどうぞご了承ください。 

★いよいよ最後の月になりました！ 

早いもので、本年度も残り少なくなりました。子ども達の成長ぶりを

もとに、学校として、本年度の取組の成果や課題を振り返り、次年度に

向けた新たな計画づくりに取り組んでいるところです。 

先日、職員全員で再度確認したことがあります。それは、「誰かが話し

ているときは、先生であれ友達であれ、その人を尊重し、私語をしない。」

ということです。これからの授業づくりにつながるように、年度の最後、

授業を整えようということを再確認しました。 

どうか、ご家庭でも１年の振り返りをお願いいたします。目標（PLAN）

に照らして頑張ってきたこと（DO）が、どうだったのか振り返り

（CHECK）、これからどうするのか（ACTION）考える…きっと、これ

からの主体的な子ども達の学びにつながることと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 行 事 予 定 ４月 行 事 予 定

１ 土 授業参観 １ 火 春休み 

２ 日  ２ 水  

３ 月 委員会引継ぎ ３ 木  

４ 火  ４ 金  

５ 水 英語スピーチ集会 ５ 土  

６ 木  ６ 日  

７ 金  ７ 月 始業式 

８ 土  ８ 火 入学式準備 

９ 日  ９ 水 入学式 

10 月  10 木  

11 火 お弁当の日 11 金 実力テスト 6 年 

12 水  12 土 フレンドシップフェスタ 

13 木  13 日  

14 金  14 月 委員会活動 

15 土  15 火  

16 日  16 水  

17 月  17 木 学力調査 6 年 

18 火 卒業式準備、修了式 6年 18 金 大掃除 

19 水 卒業証書授与式、卒業生を送る会 19 土 参観・懇談・総会 

20 木 春分の日 20 日  

21 金 大掃除 21 月  

22 土 修了式 1～5 年 22 火  

23 日 春休み 23 水  

24 月  24 木 避難訓練、歯科検診 

25 火  25 金  

26 水  26 土  

27 木  27 日  

28 金  28 月 休日 

29 土  29 火 昭和の日 

30 日  30 水 休日 

31 月  - - - 

 

砂時計の砂の流れ  

 

2 月配信→「１年～６年 漢字検定」「表彰（知のオリンピック、校外コンクール）」「今日雪～」「１年～４年生 スケート教室」「５年

～６年生 スキー教室」「幼稚園訪問に向けて（３・４年生）」「１年情報 iPad で撮影しよう」「算数検定」「１億円持ってみたよ（６年

租税教室）」「第 21 回 持久走大会」「１年音楽 成長した姿を見てください！」「２年音楽 合奏「アンダルコの歌」」「3・4 年キャリア 

アスター幼稚園との交流会」「6 年家庭科 調理実習」「1～5 年 縦割り集合、６年は…」「放送委員会企画  

放送体験」「4・5 年出前教室 カルビースナックスクール」「5 年 マナーランチ」等々 

                      まだ視聴されてない方は本校 HP へ Go(^^♪ 

１年～４年生 スケート教室 

５年～６年生 スキー教室 

第21回 持久走大会 

表彰（知のオリンピック、校外コンクール） 

 

以前読んだ本の中に、次のような内容のお話（一部）が記されていました。 

 「新たな生命として赤ちゃんが誕生するとき、天上の神々が相談して、今生まれた 

赤ちゃんに砂時計をプレゼントします。その際、天上の神々はその砂時計を「えいや 

ぁ～」とひっくり返して赤ちゃんに手渡します。その砂時計は一人一人の赤ちゃんに 

よって、大きさも砂の量も異なります。そして、だれも自分にプレゼントされた砂時 

計の砂の量を知ることはありません。共通しているのは、今、この瞬間にも一定の速 

さで砂が落ち続けているということです。この『砂が落ちる』という事実を正視するならば、今、こ

の瞬間を無駄にすることなどできません。」 

 テレビ等でよくお馴染みの姜尚中氏はある講演会の中で「人生は砂時計と似ていて、未来の砂は、

確実に現実という、くびれを通って、過去に流れていきます。」と話されています。このように考

えると、この瞬間にも落ち続けている砂を無駄に落としてしまってはもったいない気がします。 

 

さて、子ども達が過ごした４月から始まったこの１年間、子ども達が落とした砂の流れは充実し

たものになっていたでしょうか。努力を重ね精一杯に力を発揮して、キラキラと輝く砂を落として

いくことができたことがたくさんあれば嬉しく思います。しかし、ときには、怠惰な気持ちが勝り

無駄に砂を落としてしまったことがあるかもしれません。ただその砂の流れを無駄にしないために

もその時のことを振り返り、今落ちる砂、これから落ちる砂の流れをよりよいものにしようと思う

ことが大切なことかと思います。 

 

また、先ほどの本の中のお話には、次のようなお話も続いていました。 

「･･･今、この瞬間を無駄にすることなどできません。それと同時に、いやそれ以上に、自分のせいで

人様の砂時計の砂を無駄に落とさせてはなりません。」 

 

 このことは、砂を落としている本人から見た他者である「他の子ども達」「教員」に置き換えて

考えることができます。「他の子ども達」は、自分勝手なことをして一生懸命に頑張ろうとしてい

る子の砂を傷つけながら落とさせてはいないかということを考えてみる必要があるでしょう。「私

たち教員」は、子どもたちへの指導や支援を通して、子ども達の成長を促すよう砂の落下を充実さ

せているかを考えなくてはなりません。もしかすると、「保護者の皆様」も子ども達の砂の流れに

関して考えるべきことがあるかもしれません。 

 こうしたことから今年度の１年間を振り返り、次の１年につなげていくこと自体が私たち自身の

砂の流れをよりよくし、素晴らしい人生の一部を過ごすことにつながるのかもしれません。 


